このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
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消費税増税・後期高齢者医療制度許さないーー各界連と社保協が署名・宣伝とシール投票〈巣鴨〉
　消費税廃止各界連と中央社会保障推進協議会は11月22日、「社会保障口実の消費税増税・高齢者いじめの医療制度許さない」と共同で署名・宣伝、シール投票を巣鴨駅前でおこないました。12団体40人が参加し、全商連、東京社保協、年金者組合、生協労連、なくす会、保団連、新婦人、民医連、社保協の代表が訴えました。20日に政府税調が「消費税を社会保障財源と位置づけ、引き上げを」との答申を発表し、21日には自民党財政改革研究会が「社会保障税との名目で、２０１０年代半ばには２けたの税率に」との中間まとめを発表したことに対し、「大もうけの大企業・大資産家に応分の負担をさせることで社会保障財源は生み出せる」と訴えました。また、来年４月実施予定の後期高齢者医療制度で東京都の保険料が10万円以上になることも示し、「力を合わせて中止・撤回を迫ろう」と呼びかけました。50代女性は急いでいるなかで足を止めて、「消費税増税は許せない」と怒りながら署名。また、署名してくれた20代の女性は「頑張って」と激励し、30代の主婦は「消費税増税は反対、反対」と寄ってきて署名し、「今は仕事してないので、生活が大変」と話すなど、若い人や高校生らも関心が高く、消費税増税反対署名は46人分が寄せられました。また、シール投票では「社会保障財源で消費税20％台」に「反対」73、「賛成」３。「後期高齢者への負担増」に「納得できない」が53人、「納得できる」はゼロでした。
◎１万人賛同で12月にジャンボビラ計画＜埼玉連絡会＞

消費税の廃止を求める埼玉連絡会は１万人の賛同者を募ってのジャンボビラ作製のとりくみをすすめています。出来上がりは12月20日ころ、県連絡会が25日の浦和駅での宣伝行動で活用するのをはじめ、各地の連絡会に大量宣伝の計画を呼びかけています。埼玉土建は組合員の５％（４千人）と団体５００を目標にし、埼玉県商連は個人１３００、団体１２０の目標です。新婦人も各班で賛同の組織を話し合い、共産党は10の地区委員会にとりくみを要請して賛同者を募っています。

◎消費税増税明記の政府税調答申に抗議の事務局長談話
政府税調が20日に出した答申について、各界連の嶋岡事務局長は、消費税を社会保障財源の中心に位置づけ、税率を引き上げるとしたことに抗議の談話を発表。国会での法案化を許さないために全力を上げると述べています。また増税を阻止するためにも、いまとりくんでいる１０００万署名・対話の推進とともに、消費税を争点にして政府・与党を解散に追い込んでいく決意を表明しています。（全文はホームページに掲載します）
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※各地の各界連の行動を知らせるニュースを送ってください。記事、写真をメールで送信いただければ、ＨＰにも掲載していきます。















